
 

［資料］ 

1． 調査団員・氏名 

 

 担  当 氏  名 所   属 

 
総括 長 英一郎 

JICA 無償資金協力部業務第一課 

課長代理 

 
総括 小畑 永彦  JICA モロッコ事務所 次長 

 
総括 福田 義夫 

JICA 無償資金協力部業務第一課 

課長代理 

 
無償資金協力 小野 知之 外務省 経済協力局無償資金協力課 

 
計画管理 飯田 美奈子 JICA 無償資金協力部業務第一課 

 
業務主任 藤波 正人 日本工営（株） 

 
水理地質／物理探査 鈴村 忠男 日本工営（株） 

 
地下水開発 高橋 信也 日本工営（株） 

 社会状況調査／ 

運営・維持管理計画 
森尾 康治 日本工営（株） 

 
施工計画／給水計画 石井 賢一 日本工営（株） 

 
機材計画／積算／調達計画 山崎 清人 日本工営（株） 

 
掘削監督 西之園 弘康 日本工営（株） 

 
通訳（仏語） 井口 憲彦 （株）翻訳センターパイオニア 

 
業務調整 細田 年晃 日本工営（株） 

 



 

2. 調査工程 

日

数 

日時 
移  動 宿 泊 地 活  動  内  容 

1 1/13 (月) 長・飯田・藤波・石井・ 

井口・細田成田発パリ着 

パリ/機中泊  

パリ発ﾗﾊﾞﾄ着 ﾗﾊﾞﾄ 2 14 (火) 

小野成田発パリ着 機中泊 

日本大使館, JICA 事務所表敬訪問、

ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ 説明 

ﾗﾊﾞﾄ 3 15 (水) 

小野パリ発ﾗﾊﾞﾄ着 

ﾗﾊﾞﾄ 水利総局(DGH)表敬訪問、 

ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ協議 

4 16 (木) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝへ移動 ﾗﾊﾞﾄ 水利総局及びﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ水利局と協議 

5 17 (金) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾗﾊﾞﾄ 水利総局及びﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ水利局と協議、

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ地区サイト視察 

6 18 (土) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾗﾊﾞﾄ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ地区サイト視察 

7 19 (日) ﾗﾊﾞﾄ ﾗﾊﾞﾄ 団内ミーティング 

ﾗﾊﾞﾄ ﾗﾊﾞﾄ 8 20 (月) 

鈴村・高橋・山崎成田発パ

リ着 

ﾊﾟﾘ 

水利総局及びﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ水利局とミニ

ッツ協議 

ﾗﾊﾞﾄ 9 21 (火) 

鈴村・高橋・山崎パリ発ﾗﾊﾞ

ﾄ着 

ﾗﾊﾞﾄ ミニッツ署名、大使館、JICA 事務所

報告 

鈴村・高橋・山崎・石井・

細田ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝへ移動 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ/ﾗﾊﾞﾄ10 22 (水) 

ﾗﾊﾞﾄ出発（長、小野、飯田） （機中泊） 

団内ミーティング・調査準備 

11 23 (木) 藤波・井口ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝへ移動 ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査・団内ミーティング 

12 24 (金) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 13 25 (土) 

森尾・西之園成田発パリ着 （機中泊） 

現地調査継続 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ・ﾗﾊﾞﾄ 14 26 (日) 

森尾・西之園パリ発ﾗﾊﾞﾄ着 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

団内ミーティング 

15 27 (月) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

16 28 (火) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

 



 

17 29 (水) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 

藤波ﾗﾊﾞﾄ 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

調査状況報告 

18 30 (木) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 

山崎ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

資料収集 

19 31 (金) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

20 2/1 (土) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続・D31 掘削開始 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 21 2 (日) 

高橋ﾗﾊﾞﾄ出発 （機中泊） 

調査まとめ 

22 3 (月) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続・D31 掘削終了 

23 4 (火) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続・D18 掘削開始 

24 5 (水) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 

井口・山崎・石井ﾗﾊﾞﾄ 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

クエスチョネア打合せ 

25 6 (木) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続・山下専門家視察 

D18 掘削終了 

26 7 (金) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 

山崎・石井ｶｻﾌﾞﾗﾝｶ 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続・D46 掘削開始 

資料収集 

27 8 (土) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

28 9 (日) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査まとめ 

D46 掘削終了 

29 10(月) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 

藤波ﾗﾊﾞﾄ 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

調査状況報告 

30 11(火) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

31 12(水) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査まとめ 

32 13(木) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査まとめ 

33 14(金) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

34 15(土) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 

山崎ﾗﾊﾞﾄ 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

資料収集 

35 16(日) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査まとめ 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 36 17(月) 

山崎ﾗﾊﾞﾄ出発 （機中泊） 

現地調査継続・D3 掘削開始 

技術移転セミナーの開催 

（ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ県水利局） 

37 18(火) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

38 19(水) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 

藤波・石井・井口ﾗﾊﾞﾄ 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続・団内ミーティング 

調査状況報告 

 



 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続・D3 掘削終了 39 20(木) 

藤波・石井・井口ﾗﾊﾞﾄ出発 （機中泊）  

40 21(金) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 現地調査継続 

ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 41 22(土) 

西之園ﾗﾊﾞﾄ出発 （機中泊） 

調査まとめ 

42 23(日) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 調査まとめ 

43 24(月) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 調査まとめ 

44 25(火) ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ ﾍﾞﾝｽﾘﾏﾝ 調査まとめ・撤収準備 

45 26(水) 鈴村・森尾・細田ﾗﾊﾞﾄへ移

動 

ﾗﾊﾞﾄ 撤収・技術移転セミナーの開催 

水利総局 (DGH) 

46 27(木) ﾗﾊﾞﾄ出発（鈴村・森尾・ 

細田） 

（機中泊） ― 

47 28(金) 成田着 ― ― 

 



 

3. 関係者（面会者）リスト 

水利庁 

 Abdel kber ZAHOUD 水利庁長官 

 El Mehdi BENZEKRI 水利庁次官 

 

水利庁水利総局 水利調査計画局 （ラバト） 

 Mokhtar BZIOUI 水利調査計画局長 

 Abdellah GAIZ 水質局長 

 Abdelaziz ZEROUALI 水利課長 

 Moulay D. HASNAUI  計画実施部課長 

 Alaoui Mohammed SABBAR 地方給水課長 

 Saîd RIHANE 地方給水課技師 

 Abdelkader LATATI 資金計画課長 

 

水利庁水利総局 ベンスリマン県 水利課（ベンスリマン） 

 Bouçanna EL GHAOUTI 県水利課長 

 Abdellah EL AOULA 技師 

 Chafik KALTOUM 技師 

 

水利庁 ブーレグレグ貯水池局（ベンスリマン） 

 Liaoussain OUKBAB 貯水局長 

 Mohamed DCHIECHE 技師 

 

飲料水供給公社 

 Ali El Fassi FIHRI 総裁 

 Mohamed BOUTAEB 大西洋局技術課長 

 Mokhtar JAAIT 普及部水源課長 

 Moustafa BEGGA 計画部長 

 Ratiba EL FADIL 財務部 

 Samira BADRI 資金部長 

 Nadia LOUDIE ラバト中部地区調査技師 

 Jamal MATNI 課長 

 

飲料水供給公社 ベンスリマン支局 

 Abderrahim ZIOUANI ベンスリマン地区課長 



 

 

設備省 ベンスリマン県事務所 

 Abdelhafid YACOUBI ベンスリマン局長 

電力公社（ベンスリマン） 

 M’hamed ZAKARANI ベンスリマン局長 

 

ベンスリマン県事務所 

 Youssef CHAKOUR 技術部長 

 

カサブランカ港湾公社 

 Hassan CHIK サービス局長 

 Abdellah CHARAI 営業部長 

 Mohamed BAJJOU 営業課長 

 

在モロッコ国日本大使館 

 河村 悦孝 特命全権大使 

 大竹 庄治 一等書記官 

 居島 一仁 一等書記官 

 

JICA モロッコ事務所 

 濱崎 文彦 事務所長 

 木付 憲孝 所員 

 山下 千文 JICA 専門家（水利総局） 



 

4. 当該国の社会経済状況（国別基本情報抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







 

5. 討議議事録(M/D) 

(1) 第１回討議議事録（2003 年 1 月 21 日） 

(2) 第 2 回討議議事録（2003 年 5 月 23 日） 



























































 

6. 事前評価表 



事業事前評価表 

１．協力対象事業名 

 モロッコ王国 ベンスリマン地区飲料水供給計画 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 
 
(1) 我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性 

モロッコ国は、穏健かつ現実的な外交政策をとり、北アフリカ・地中海地域の安定勢

力となっており、中東和平問題の解決にも尽力している。83 年以降積極的に構造調整に

取り組んでおり、民主化努力を着実に推進している。これらの状況に鑑み、我が国は、

経済協力及び文化協力について、積極的に援助を実施している。 
                          
(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 

モロッコ国の地方給水実施計画は、1994 年に定められた地方給水事業計画（PAGER）
に沿って進められている。PAGER は 8 年計画で 31,000 の地方村落と 11 百万人の飲料水

水源へのアクセスを向上させる計画で、1995 年から開始されている。 
本協力対象事業地域であるベンスリマン県ではこの PAGER に沿って、自国予算やド

ナーの援助をもとに共同水栓の建設が進められ、2002 年の農村部の給水アクセス率は

48%と全国平均と同じ割合となっている。しかし、水源の開発が難しいこと、維持管理

不全となり使用できなくなる給水施設が多いことなどから、多くの農村部村落では未だ

に給水が行き届かない状況が続いている。 
 
３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

 ベンスリマン県において給水施設を建設することにより、住民に安全で安定した飲料水

を供給することを目的とする。 

４．協力対象事業の内容 

 
(1) 対象地域 

モロッコ国ベンスリマン県内の 27 村落 
 
(2) アウトプット 

・ ベンスリマン県において 27 ヶ所の給水施設が建設される。 
 
(3) インプット 

【日本側】 
・ 対象村落 27 ヶ所の給水施設建設に必要な資機材の調達 
・ 施工監理・啓蒙活動についての技術指導 

【モロッコ国側】 
・ 対象村落 27 ヶ所の給水施設建設 
・ 給水施設用資機材の運搬、管理 
・ 給水施設の維持管理についての技術指導 
・ 技術指導に係る指導者確保 
 



 
(4) 総事業費 

概算事業費 2.46 億円（日本側 0.93 億円、モロッコ国側 1.53 億円） 
 

(5) スケジュール 
【日本側負担による資機材調達】 
詳細設計を含め約 20 ヶ月を予定 

【モロッコ国側負担による施設建設/資材敷設】 
 約 36 ヶ月を予定 
 
(6) 実施体制 

モロッコ国 国土整備水利環境省 水利庁 水利総局 ベンスリマン県水利局 
（施設完成後の運営は、村落に設立された水利用者組合が行う） 

 
５．プロジェクトの成果 
 
(1) プロジェクトの裨益対象の範囲および規模 

モロッコ国ベンスリマン県内の 27 村落 1,958 世帯 約 12,600 人（2006 年） 
 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 

 2003 年（実施前） 2006 年（実施後） 

村落部裨益人口 約 76,800 人 約 89,400 人 

 

給水アクセス率 
48% 

(2002 年度) 55% 

 

 
・ 給水アクセス時間の短縮（2001 年現在で平均 31.3 分） 
・ 乾季と雨季での給水アクセス時間差の短縮 

 
(3) その他の成果指標 

・ 水因性疾病の減少（2002 年現在で腸チフス 37 人、下痢症 680 人） 
 

６．外部要因リスク 

 
① 相手国側によって 27 村落の給水施設が建設される。 
 
② 給水施設建設後、ベンスリマン水利局職員による村落での水利用者組合設立と、継続的

な運営支援が実施される。 
 

③ 水利用者組合内で組織や責任分担が明確になされ、水代徴収や施設の維持管理活動が継

続的に実施される。 
 
④ 水源に十分な水が確保される。 
 
⑤ 村落での著しい人口減少（町への大量移住など）が起こらない。 
 

 

 

 



 

７．今後の評価計画 

 
(1) 事後評価に用いる成果指標 

 
・ 給水施設建設による裨益人口 
・ 給水アクセス率 
・ 給水アクセス時間 
・ 乾季と雨季での給水アクセス時間差 

 
(2) 評価のタイミング 

 
2006 年以降 

 



 

7. 参考資料／入手資料リスト 



 

収集資料リスト 
調査名 モロッコ王国 ベンスリマン地区飲料水供給計画基本設計調査 

No. 名称 形態 
オリジナル・ 

コピー 
発行機関 発 行 年 

1 Qualification System and Classification of Enterprises for 

Great Public Works 

図書  Directorate of Technique Affairs, 
Ministry of Equipment 

2002 

2 Guide du Port de Casablanca 図書 オリジナル Ministere de I`Equipment, Office 
d`Exploitation des Ports 

2000 

3 Guide for Investors   Office for Industrial Development 2000 

4 Annuaire Statistique Du Maroc, 2001 図書 オリジナル Direction De Statistique 2001 

5 PAGER, Syatems De Pompage d`eau en milieu rural, Manuel 

de Vulgarisation Technique 

図書 オリジナル PNUD Programme des Nations Unies 
pour le Developpement 

 

6 PAGER, Programme d`Appro-visionnenment Groupe` en 

Eau Potable des Populations Rurals 

図書 コピー Guide de L`Animateur 1994 

7 Ressouces En Eau De La Province De Ben Slimane 図書 コピー DGH 2000 

8 Etat De La Qualité Des Ressources en Eau dans Les Bassins 

Du  Boulegreg et Côtiers Atlantiques Année 1997-98 

図書 コピー DGH 1999 

9 Produce du Maroc 図書 コピー   

10 Annuaire Statistique Du Maroc, 2002 図書 オリジナル Direction De Statistique 2002 

11 Agreement of potable water supply 図書 コピー ―  



 

8. その他の資料・情報 

(1) 基本設計調査対象村落名の確認（2003 年 2 月 19 日） 
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